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0. 報告日：2011年 8月 12日（金） 

1.参加期間と場所：2011年 7月 25日（月）～30日（土）、大韓民国・釜山大学 

2.申請者と所属チーム 
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（所属チーム名称） 

 

 

大分大学大学院工学研究科 

福祉環境工学専攻博士前期課程 2年

C5_JO1 

（構成員氏名、大学、学年）※自身を含む全員

（氏名） Tatuya Takayama、九州大学、M1 
Nobuhiro Ogawa、大分大学、M2 
Keiko Fujimoto、大分大学、M1  小川 展弘 

3.感想と今後の抱負 

今回のEAST-ASIAN ARCHTECTURE & URBAN DESIGN WORKSHOPに参加させて
頂き、沢山の経験を得ることができました。まず、出発前約 1 ヶ月弱の期間に数回の事前
エスキスを行ない、参加メンバー各々がインターネットや書籍から敷地サーベイをし、今

回の課題に対する各自の提案をしました。そして現地に入り、短期間による作品の提案の

ため、現地サーベイと事前エスキスの思考を織り交ぜながら、約 4 日で 1 作品を班員と共
に提案しました。制作段階では、時間に制限があるため、思考と作業のバランスがとても

難しく、他国の学生のそのバランスの上手さを痛感しました。また、技術的な側面、プレ

ゼンテーション能力も他国や他大学の学生は大変上手く、とても良い刺激をうけることが

できました。そして、この作業的側面とは別にもうひとつ、コミュニケーション能力の重

要性を改めて感じました。今回の共通言語である英語の能力が必要なのはもちろんですが、

自分の考え・意思を相手にいかに伝えるかという表現方法・能力が大変重要であると。こ

のようなことから、今後の学生生活、そして卒業後も含め、まずは建築設計に関しては思

考と作業のバランスを常に意識し行なっていくこと、技術的にはより作品の内容やコンセ

プトが伝わる表現方法を習得すること、そしてなにより自分の意思・考えを他者に伝え、

一方的ではなくより「会話」のできる人間になることを意識して過ごしていきたいと思い

ます。今回は、このような貴重な経験をさせて頂き、大変感謝しており、またこれ機によ

り自分の今後に対する意識が変わったこと、心からお礼申し上げます。 

4. 提案作品 
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既存の街は、アクティビティを創出する要素は存分にあり

ながら、それをうまくいかせていない。そこで我々の提案を

施すことで、要素はつながり各々の関係性が生まれ、その間

に様々なアクティビティが発生し、街自体が活性化していき、

より活き活きした街になる。 
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5. 提案作品のパネル 

 

 


